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近代における上海金融センターの

形成と発展 (1850-1927)

曽 憲 明

は じ め に

上海は中国大陸の南北海岸線の中間点に位置

し,かつ長江の東端にあたる｡ 周囲は中国一豊

かな地域といわれた長江デルタであり,重要物

産の輸送ルートである中国の河川舟運と外航航

路との接合ポイントにもあたる｡ その結果,栄

代以来の,とりわけ明,清朝期の発展により,

上海はすでに開港以前において発達した綿工業,

商業,海運業をもつ中国東部の一大港湾都市と

なった1)｡開港後,上海は安定した環境に恵ま

れ,国外市場と巨大なる中国の奥地との中継点

に立地することによって,対内,対外貿易が急

速な発展を遂げた｡こうした商業から始まる発

展は金融,交通,通信,そして工業など他の産

業の発展に刺激と動力を与えた｡その後,各産

業部門は互いに連携,依存しながらも,上海の

都市発展に各自の役割を演じた｡その過程で,

最初は内外の貿易の急成長によって,次は工業

の発達に応えて,上海では金融機関の集中が見

られ,貨幣市場,証券市場,金銀市場,為替市

場などをもつ金融センターが次第に形成されて

いった ｡

1) 1843年開港前の上海は主に中国南北沿海地区,長江流

域と太湖流域の物産を扱う国内貿易の中継港であった｡

主な交易物には大豆および大豆製品,雑穀,綿布,綿花,

米,砂糖,桐油,竹,木材などが数えられる｡清朝前期

の1684年～1757年の間,小規模な国際貿易も存在したが,

日本の長崎と東南アジアの諸地域に限られたものであっ

た｡輸出したのは生糸,綿布,陶磁器,絹,舵,茶と漢

方薬などを中心とし,輸入品には銀,鍋,海産物,漆器,

真珠,砂糖,香辛料などが大宗であった｡1757年後,外

国貿易は広州-港に制限されたから外国船の到来はまれ

になった｡張仲礼主編,『近代上海城市研究』上海人民

出版社1990,98頁を参照｡

1843年の開港以後,上海において国際都市が

形成され,それに伴って上海独自の対国内外経

済関係も形成されていった｡このような独自の

政治,経済環境下に置かれていた上海金融セン

ターは,国民経済とは異なる発展の論理をもっ

た-自由港に固有の金融機関の集合体であると

理解できる｡従って,本稿は上海の自由港的側

面を重視する立場から,この金融センターの重

要な構成部門,銭荘2)と銀行の発展とその背景

の分析を行う｡ その具体的な問題関心のひとつ

は,銭荘,外資系銀行,中国系商業銀行は上海

金融センターの成立過程において,いかなる役

割を発揮したのか｡またもうひとつ問題関心は,

上海の金融センターに国家権力が及ばない時期

において商業銀行の勢力はいかなるものであっ

たのか,ということである｡

上海が都市として成長する過程において金融

業が果たした役割は,1990年代の今日には再び

認識されつつある｡ 現在,上海の ｢浦未開発｣

においては,将来上海を ｢国際的な貿易 ･金融

2) ｢銭荘｣(qianzhuang),明,清朝時代から1950年代

初期まで中国大陸に存在していた伝統金融機関の名称で

ある｡商業取引に随伴する決済業務や資金の貸借,各地

方ごとに異なる貨幣体系の間での両替の必要性から生ま

れた銭荘は,無限責任制に基づき,個人企業あるいは合

名会社的な性格を持ったが,また一年あるいは数年ごと

に利益を分配して解散する｡大規模の銭荘は預金,貸出

業務の以外,為替手形,約束手形をも発行した｡またと

きには特定地方において紙幣をも発行した｡小規模の戎

荘は貨幣の両替だけを業務とするので,｢銭店｣とも呼

ばれる｡江蘇,漸江,福建各省では ｢銭荘｣と呼ばれた

が,北京,広州,天津,済南,鄭州などでは,｢銀号｣

と看板に書かれ,武漢,重慶,成都,徐州では両名称併

用の形となった｡銭荘は,次第に地方銀行に転換 して

いったが,1952年12月にはすべての私営銀行とともに公

私合同経営の形で国有化された｡
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センター｣にするという計画が表明されている｡

このような時代背景を考慮するならば,上海に

おける近代的貿易 ･金融センターの形成と発展

についての歴史経緯の再検討は,単なる経済史

的研究にとどまるものではなく,今日の上海に

おける金融業の再構築,その発展の将来性の分

析と問題解明にとっても,きわめて重要な課題

であるといえよう｡

本稿は19世紀半ばから20世紀30年代までの上

海銀行業の変容過程を辿ったうえで,かつて上

海の有力銭荘の一つ,福康銭荘の事例を取り上

げて,それらの預金,貸し出し関係,さらには

他の銭荘,中国系銀行,そして外資系銀行との

業務提携など多方面にわたって,その変容ぶり

を描きだす｡そして,中国系商業銀行の成長を

中心に上海金融市場における構造的変化を紹介

しながら,前述した銭荘,外資系銀行,中国系

商業銀行の役割分担についての諸問題点を中心

に,上海における金融センターが成立しうる条

件を探る｡

Ⅰ 上海における金融センターの成立過程

本稿では,開港から1860年までについて,簡

単にふれたのち,上海金融業の確立期である

1860-1895年の時期,清朝末期にあたる1896-

1911年の時期,そして中国系銀行,外資系銀行,

銭荘の三極体制が成立した1912-1927年の時期,

この三つの時期に分けて,分析する｡

(1) 開港後の銭荘 :1843年～1860年

開港以前の上海の銭荘業とのその起源につい

ては,関係資料が極めて乏しく,1961年に初出

版された 『上海銭荘史料』(中国人民銀行上海

分行編)に記載されたものがおそらくそのほと

んどである｡ここではこの資料に依拠して,開

港前の銭荘業の概況を説明する｡

上海の銭荘業は清朝 ･乾隆年間 (1736-

1795)から興隆し始め,乾隆41年 (1776年)に

は,すでに銭業公会という同職団体が出現した｡

嘉慶2年 (1797年)の記録によって,1776年-

1796年の間に,上海ではのベ106の銭荘が開業

していた｡銭荘業が独立した業種として存立 ･

隆盛してきたのは,商業,海運業の業務拡大,

および当時の中国各地に異なる貨幣体系が存在

したことによる両替の必要性とに最も関係があ

るといわれる｡ しかも19世紀前半に,上海の銭

荘の業務活動にはすでに銀の代わりに一種の信

用証書である ｢荘票｣(銀票とも呼ばれる)が

流通と支払いとの特定分野に使われ,商人の歓

迎を受けた｡これも銭荘業が発展してきた一因

とみられる｡ こうした銭荘は遊休貨幣を資金需

要者に供給する機能を持ち,初期資本主義社会

においてもっとも信用のある金融機関として,

とくに上海を含む江南地方で次第に発展してき

た｡ただし銭荘の出資者は主に一人あるいは数

人のみで構成され,｢共通利害関係における絶

対的相互信頼｣3)の原則にもとづき,対人信用

と無限責任とに立脚していた｡したがって,そ

の経営規模は小さかった｡これも当時の社会的

な生産力,商業規模に規定されたものと理解で

きよう｡

開港後,中国各地-輸出される外国商品,あ

るいは海外輸出向けに各地から集まった中国物

産は上海を中継するようになり,上海は次第に

中国最大の国際貿易港となっていった｡しかし,

輸出入貿易に携わった新設の中小洋行と中国商

人との取引体制は未確立で,両者は商品取引を

バーター貿易4)に頼らざるをえなかった｡そこ

で銭荘は,新設洋行と中国商人との間にはいり

込み,荘票の発行によって,中外商人間のパイ

プ役を果たし,貿易金融を本格的に行うように

なった5)｡外国洋行,商人による荘票の受け入

れは,銭荘が流通と信用との両面において,強

固な経済基盤を擁することの証明になると同時

3) 香川唆一郎著 『銭荘資本論』1947,83頁を参照｡

4) 浜下武志 『近代中国の国際的契機』東大出版会1990,

123-128頁を参照｡

5) 輸入の場合,中国商人は銭荘に5-20期限の荘票の発

行を依頼してもらって,それを洋行に提出次第当該の輸

入商品を手に入れる｡洋行は満期の荘票を用いて銭荘に

お金を請求する｡その時点にもし商品がまだ銭荘に商品

購入に相当する資金を返済していなかった場合,銭荘は

荘票の額面通り洋行に代金を支払う｡『上海銭荘史料』
18頁を参照｡
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に,銭荘がもつ短期金融を行う商業銀行的な性

質が外国同業者に認められた結果ともいえよう｡

荘票のほか,いわゆる ｢上海両｣6)が国際為

香,貿易の計算単位として採用されたことも銭

荘にはかなりの利益をもたらした｡当時,銀両

圏7)に所属していた上海では,スペイン銀貨が

地域住民の信頼を得て,対外貿易の決済通貨と

して用いられていた｡1840年代にはその鋳造が

停止されたが,1850年代には,生糸と茶との輸

出増によってスペイン銀貨に対する需要は却っ

て高まった｡他方,1853年以後,内戦によって,

国内貿易ルー トが遮断されると,スペイン銀貨

のプレミアムは急騰した｡上海の銭荘業界は,

これによって発生 した混乱を収めるために,

1856年には上海両を唯一の記帳単位として,内

外貿易 ･為替に使わせるように規定した｡銭荘

業界のこの規定は,外国商人,洋行にとって,

必ずしも便利な貿易決済制度とはいえないが,

銭荘の規定に従うこと自体が,銭荘の金融界に

おける統率力の強さと外国金融関係者が上海現

地の金融慣行を尊重するということとの反映に

はかならない｡その上海南とスペイン銀貨ある

いはメキシコ銀貨との交換レー トは後に上海金

融市場において重要な相場の一つとなった｡銭

荘はそうした銀貨と上海両との党換業務で莫大

な利潤を得たと言われている｡

(2) 金融業を兼業する洋行,外国銀行の活動

1834年に,東インド会社の対華貿易特権が廃

止され,当時の中国における唯一の渉外金融活

動すなわち外為業務のすべては広州に拠点をお

く英,米の大洋行に引き継がれた｡1843年以後,

このような外国の大洋行が一手コントロールす

る国際為替体制は上海にも持ち込まれた｡すな

わち資本力のある有力洋行は銀行を通さず,外

6) 上海で通用する虚銀両単位｡例えば上海で鋳造された

馬蹄銀は,その重量数にプレミアムを加え,0.98で割る

とそれの名目上海両数となる｡52+2.75-54.75,54.75
÷0.98-55.86(上海両)

7) 当時の中国には広東のような銀貨圏地域も存在した｡

陳春生 ｢酒代広東的銀元流通｣『中国鏡幣』1985.1,46
頁を参照｡
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国商人から為替手形を購入したり,インド宛あ

るいはイギリス宛の為替手形を商人に売却した

りすることである｡ 洋行に付属する形で行われ

たこのような金融活動は1840年代後半,銀行の

挑戦に合うようになった｡1847年には,イギリ

スのオリエンタル銀行 (麗如銀行)が率先して

上海に駐在所を設けた｡それに続いて1854年に

は匪隆銀行 (theCommercialBankofIndia),

有利銀行 (theMercantileBank),1858年には

ア グ ラ銀 行 (theAgraandUnitedService

Bank),麦加利銀行 (theCharteredBankof

India,Australia& China)の支店が設立され

た｡ イ ギ リス系 銀 行 以 外, フ ラ ンス の

(Comptoird'EscomptedeParis)『パ リ割引銀

行』 も1860年に上海で支店を設立 した (第 1

表)｡

この一時期の外国銀行の活動は,主に国際為

替業務に集中しており,貯蓄と一般の貸し付け

業務は行わなかった8)0

ⅠⅠ 上海金融体制確立期 (1860-1895)

1.1860-1870年代の上海金融業

(1) 1860年以後の上海銭荘業

1850年代後半から1860年代半ばごろまで,上

海の金融機関の事情を一変させた大事件がいく

つも発生した｡太平天国と清朝との間の内戦,

第二次アヘン戦争の結果による長江の外国船へ

の開放と流域内の通商都市の増加,そして綿花

危機などである｡ しかし,中国系と外資系とで

は異なった影響を受けた｡まず上海の都市とし

ての性格の変化9)によって,1850年代前半から,

上海旧市街地 (南市)にある銭荘の多くは租界

(租界は旧市街地の北に位置することから,-

8) 江敬虞 ｢十九世紀外国在華金融活動中的銀行和洋行｣

『歴史研究』1994.1,120-123頁｡

9) 1853年9月に起こった太平天国支持の三合会会員によ

る上海旧市街地 ｢南市｣での反乱事件 (1853-1855)杏

きっかけに,大量の上海市民が外国人居留地の ｢北市｣

(現在の上海市中心部)に一時避難あるいは移住した｡

租界は ｢華洋雑居｣の国際都市へと変貌したが,その際,

清朝政府の行政,司法権から独立した市政機関が新設さ

れた｡関係諸外国は上海都市地域の清朝と太平天国の争

いに対して武装中立を宣言した｡
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第 1表 外資系銀行名対照表

欧 語 名 中国語名 上海支店設

立年1 TheOrientalBankingCorp. 麗 如 銀 行

18472 CommercialBankofⅠndia

匪 隆 銀 行 18513 MercantileBankofⅠndia,London&Chi

na 有 利 銀 行 18544 Agra&UnitedSerViceBank

,Ltd. 珂 加 刺 銀 行 18585 CharteredBankofⅠndia,Austra

lia&China 麦 加 利 銀 行 18586 Comptoird'Es

comptedeParis 仏 蘭 西 銀 行 18607 Hongkong&Shan

ghaiBankingCo.Ltd. 匪 豊 銀 行 19658 Deutsch-AsiatischeBank 徳 華 銀 行 18

909 Russo-ChineseBank 華俄道勝 銀行 1

89610 Banquedel'Ⅰndochine 東方 匪理銀行 1

899ll BanqueBelgePourl'Etranger

華 比 銀 行 190212 ⅠntemationalBankingCo.

花 旗 銀 行 190213 NetherlandsTradingSociety 荷 蘭 銀 行

190314 AmericanOrientalBankingC

orporation 美 豊 銀 行 191815 AsiaBankingCo

rporation 友 華 銀 行 191916 TheBa

nkofPhilippineⅠslands 罪 律 賓 銀 行 191917 America

nExpressCo. 運 通 銀 行 191918 EquitableEastem BankingCorpo

ration 大 通 銀 行 192119 P&OBankingCorporation

大 英 銀 行 1925股に北市と呼ばれる)へ

と移転した｡以後,上海の地元の金融勢力は南

北両市に両分並立し,やがて有力銭荘は北市に集

中するようになった｡それに加えて,186

0年前後の一時期には,上海伺辺の,従来銭荘

が集中する商業都市蘇州,寧波などが相次いで

太平天国軍の手に陥ったので,それら地方の有

力銭荘経営者,商人も大量に租界内に移った｡か

れらは次第に拡大する海外との貿易から生ずる資

金需要に応え,多くの新規銭荘を開いた｡この

ような各地から租界に流入してきた銭荘は北市

で新たな金融街を形成した｡また票荘10) もこの時期に大

挙上海に移転し,銭荘への貸出と国内為替とに力を入れ

た｡こうした銭荘,票荘,すなわち商業金融資本の上海10) 中

国の伝統的金融機関には,寧波,紹輿出身者が経営する上

海を中心とする地域の銭荘の他にも,清朝の乾隆 ･嘉慶年間 (1735-1820)から辛亥革命までには中国

全土に遍在した ｢票荘｣(多 くは山西省出身の大商人に

よって経営される｡票号,銀号とも呼ばれる)が存在す

る｡票荘は清朝政府の金

融代理として,小額紙幣を発行し,大商人や銭荘に

貸し付けを行うほか全国範囲の為替を扱うなど,その営業範囲は一時全国に及び,"票荘遍

天下"といわれた｡ への移入という事態は

,1860年前後の太平天国軍の江南地域の一時占領によっ

てこの地域の金融業の勢力分布が徹底的に変化

したことを意味した｡結果的に,上海に有力銭荘

の一極集中が見られ,後の金融センターの基礎

の一角が築きあげられた｡第二次アヘン戦

争後,上海と長江流域の各開港都市および周辺

地域との中継取引は急増した｡荘票の流通範囲も一層拡大した｡銭荘は輸出入

商品を扱う中国商人たちに信用を供与したり,

商品売買に際して資金を前貸ししたりした｡ま

た,盛んな内外商業取引がもたらした両替業務の

増大により高収益をあげた｡ところが大量の

新規銭荘が開業するにつれ,新規開業者のなか

には手形発行の規定を守らないものがしばしば

出現し,手形-荘票の信用度,ひいては上海の

金融市場,対外貿易にも悪影響をもたらす恐れが出てきた｡
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たり,荘票に関する規定を改めて公布した11)｡

二度目には,公会に所属する各会員銭荘は (い

わゆる匪劃銭荘 :銭荘中大規模な営業内容を

持っているものを普通の銭荘に対 して匪劃荘と

して区別する｡ 特に上海における銭業公会に所

属する銭荘に対 して呼ばれるものである｡ 匪劃

:上海銭荘業専門用語,手形交換尻決済,振替

の意味)会員銭荘から出される荘票しか受け取

らないと宣言 し,荘票の従来の高い信用が守ら

れた｡強力な同職団体の存在はこうした銭荘自

身の信用維持には重大な役割を演 じた｡

1860年代の貿易の拡大につれ,華 ･洋間の人

脈は買弁をはじめ,銭荘職員,洋行の外国人職

員たちの間にまで広が りた｡外資系銀行は銭荘

を熟知する買弁を通 じて,荘票だけの担保で上

海銭荘に対 して短期融資を与えはじめた12)｡そ

れによって,1860年代末ごろから,銭荘は外資

系銀行から資金融通を受け,大規模な貿易金融

を行うことができるようになった｡

(2) 外資系金融機構の変化と発展

1860年代には,大洋行は航運,保険,金融な

ど貿易周辺事業-の投資とその経営とを重要視

しはじめたのである13)｡

これらの貿易周辺事業は,多額の資本投入を

必要としたため,銀行の役割は増大した｡そこ

で中国の主要都市に支店を,香港に本店を置 く

銀行を設立する動きが大洋行の間に広がった｡

このような大洋行の事業転換の思惑に応えるよ

うに,1865年 3月に香港で匪豊銀行が設立され

た｡同行の取締役会は有力洋行の代表者達から

構成されており,大洋行の ｢金融連合｣14)とし

ll) 『上海銭荘史料』21頁｡(NorthChinaHerald1859,6,

4;1863,3,7.)

12)外資系銀行の現地業務の大部分は ｢買弁間｣ (華帳房

とも呼ばれる)という中国人買弁を支配人とする部門に

よって行われた｡その ｢買弁間｣は外資系銀行内にあっ

た銭荘部門と言うこともできよう｡外資系銀行と上海銭

荘 との密接な関係が構築されていく過程において,｢買

弁間｣の果たした役割は絶大であった｡それについては

別稿で論じたい｡

13) 浜下武志,『中国近代経済史研究』東大東洋文化研究

所報告,1989,102頁を参照｡
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ての性格を有 していたことがわかる｡ そのとき

までほとんどの大洋行が各自に営んできた金融

業務は匪豊銀行が担うようになり,商社が金融

業を兼営する時代に終止符が打たれたのである｡

匪豊銀行上海支店は,最初から,外国為替取

引だけでなく,設立者であり同時に顧客でもあ

る各洋行との密接な協力により,種々の事業の

中心的存在になっていたため,当初から資金運

用面での割引 ･貸付の比重が相当高かったとい

われた15)｡それを主に支えていたのは預金の形

で銀行に預けられていた大洋行の流動資金と大

量の中小洋行,外国商人の預金であった16)｡

2.1870年以後1890年までの上海金融体制と

その背景

(1) 貿易 ･金融センターの出現

1870年代に入ると,輸出入貿易における上海

の中心的地位が確立した｡大小の銭荘は,各地

方都市をはじめ農村地域においても預金,貸付,

為替,そして手形割引などの金融業務を行なっ

ていた｡他方,遠隔地金融取引を主要業務とす

る票荘は,支店をもつ国内諸都市あての高額為

替業務を独占した｡そして,外国商人,洋行向

けの国際為替業務は外資系銀行によって行われ

た ｡

この時期,銭荘と外資系銀行との関係はより

密接になってきた｡外資系銀行による買弁責任

刺 (ChopLoan)の形態を取った銭荘への割

引 ･貸付金額は,1878年 8月の時点で300万両

に達したといわれる17)｡外資系銀行はこうした

銭荘への融資を通 じて,上海金融市場における

全体の資金需給と金利水準に影響を与えた｡

1870･80年代の銭荘は,構造的には以前と変

わりがなかったが,票荘,外資系銀行からの融

14) 同前,104頁｡

15) 石井寛治 ｢イギリス植民地銀行群の再編- 1870･80

年代の日本 ･中国を中心に- ｣『経済学論集』(東大経

済学会)第45巻第3号,1979,52-53頁0

16) 張仲礼編 『近代上海城市研究』,264頁｡(NorthChina

Herald,1866,8,25)
17) 注敬虞 『十九世紀西方資本主義対中国的経済侵略』,

人民出版社1983,178頁｡
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第 1図 1880-1890年代上海金融市場の資金流れ

資を利用することによって,自己資本の数十

倍の商業取引を行うことができた

のであった｡したがって
,
投機の破綻
,

戦争などによる金融危

機の発生に 際して
,
多数の銭荘が連鎖的に倒産

したのも不思議ではない｡
特に
,
1882･83年の

金融危機の際18)
,
銭荘は大打撃を受けた
｡
以下

の上海の銭業公会に所属する銭荘数の増減状況

をみてみると
,
当時の銭荘が苦境に陥っていた

ことが うかがえる｡
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(資料出所:『上海銭荘史料』32頁)

但し
,
1880年代後半にはいる

と,上海は正常な状態へと戻った｡1885年以後,貿易総額が

従来の水準へと回復 し,そして増加 しはじめた(第2表)｡それによ

って,銭荘も繁栄を取り戻したと思われる｡188

0年代後半以降は,貿易取引の増大につれて,金融業務の量も激増し

,銭荘間の決済業務が急増して

,従来の方法では処理が難しくなったほどでした｡この間題の

対応策として,銭荘業者は18

90年に,手形交換所の18) 大金融業者の生糸投機失敗により

,1883年秋に,上海において金融恐慌が起こった｡浜下

武志,前掲書,306頁｡ 第 2表 上海輸出入金額統計 (1882-189

0)(単位 :万

海関両)年度 輸入 輸出1882

1505 25681883 114

6 23341884 747 26

601885 1577 2688

1886 1436 3023188

7 1581 30201888 23

28 32801889 1441

38141890 1438 302

0出所 :徐雪均編 『上海近代社会経済

発展概況1882-1931』1

8頁原形である匪劃総会を設立した｡上海で

は,中国国内の金融センターとしての活動と,

これを世界市場に結びつける活動とが一体となっ

て機能していたが,このうち国内金融センター

としての活動を支えたのは銭荘だったのである｡
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た｡この時期には,匪豊銀行の成功に着目し,

諸外国もイギリス勢力に対抗あるいは追随する

形で,中国で自国の利権を代弁する特殊銀行の

開設をはじめた｡その結果,1890年に独亜銀行

(Deutsch-AsiatischeBank),1893年に横浜正

金銀行が上海で支店を開設した｡この二行と,

そして日清戦争後に支店を開設した露清銀行

(Russo-ChineseBank,1896),インドシナ銀行

(Banquedel'Indo-Chime,1899), 台 湾 銀 行

(1899)とは自国政府のバックアップを受けな

がら,預金,貸付,借款,為替と紙幣発行など

の金融業務分野へと進出し,既存のイギリス系

商業銀行と競合しはじめた｡

(2) 外資系銀行の借款業務
(海関税の役割について)

1870年代以後,外資系銀行特に匪豊銀行は清

朝政府に対する資金の融通や債券発行の引き受

けを行うようになったが,これは輸出入貿易の

発展が清朝政府に海関税という新たな財源をも

たらしたことと関連していた｡海関税を担保に

借 り入れた外債は,清朝政府にとっては実質的

には外債としての負担にはならなかったもので

あった｡1885-1894年の間,借款返済にあてら

れるのは,平均で年海関税収入の15.8%にすぎ

なかった19)｡この時期の借款が外資系銀行に高

い利潤をもたらしたことは確かであるが,これ

らは通常の経済取引の範囲を逸脱するものでは

なかった｡このような商業性借款と後述の日清

戦争後諸外国の国策と利権とに絡んだ賠償目的

の村中借款との違いには,十分留意されるべき

であろう｡

ⅠⅠⅠ 清朝末期の試練 (1896-1912年)

1.1895年以後の上海金融体制の変化

(1) 中国通商銀行の設立

日清戦争後は,海関税をはじめとする政府の

重要財源の喪失によって,政府による近代産業

の継続的な育成 ･強化は不可能となった｡かつ

19) 徐義生編 『中国近代外債史統計資料』中華書局1962,

5頁｡
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て海関税に依存していた既存の政府系企業の雑

持すらも困難な局面に陥った｡他方,戦後の鉄

道建設ブームもあいまって,鉄道建設用の外国

借款の処理が緊急な課題となった｡その背景の

下,当時清朝政府の鉄道事務大臣であった盛宣

懐は,鉄道建設に必要な資金を長期かつ安定的

に供与できるのは近代的銀行のみであると認識

した20)｡彼は当時政府系の鉄道,海運,電信,

製鉄と鉱山会社の経営権を-任されていたが,

製鉄所と鉄道と銀行との三者間の関係の重要性

を当事者として痛感していた21)｡

中国通商銀行の資本金は第3表に示されたよ

うに政府系企業と官商 (日本の政商)からの出

資で成り立っていた｡当銀行は発券,預金,貸

付,国内為替など広い範囲において金融業務に

携わっていた｡ただし,1905年以前の預金の内

枠は主に政府資金,政府系企業の流動資金に

よって構成されていたが,1905年以後は鉄道建

設用の外国借款も預金の大きな部分を占めた｡

そして,中国通商銀行の貸付業務は,対商業機

関と対政府系企業との性質が異なる二つの部分

によって構成された｡対商業機関の貸付は完全

に商業金融の枠組に所属し,当時の上海の外資

系銀行の業務内容と大差なく,主に銭荘,貿易

商,洋行に対する短期融資であった｡一方,対

政府系企業の融資は企業のメインバンクが行う

救済貸付,資金導入の色合が濃く,中国通商銀

行は政府系企業の資金導入機関としての特殊銀

行の一面を持つことが明白である｡ それは上海

本店の貸付分類表の内枠 (第4表)と企業別の

貸付統計 (第 5表)を通して観察できる｡

中国通商銀行は完全に匪豊銀行を模倣し,本

20) 中国人民銀行上海分行編 『中国第一家銀行』1982,餐

料編65頁｡｢- --謹略云鉄政奉旨招商,途年無効,准原

其故,華商無銀行,商民之財無所依附,散而難宋O現与

熟悉商務貞紳集議,鉄路収利達而薄,銀行収利近而厚,

若便銀行権属洋人,則鉄路欲招華股,更無弁法｡国家本

有閑銀行之議,鉄路既以集華股,帰商弁為主,銀行似亦

応一気阿成,交相附麓｡｣盛宣懐 『愚斎存稿』第25巻,

6頁｡

21) 同上書,資料編72頁｡｢- --今国鉄廠不能不弁鉄路,

又因鉄路不能不弁銀行--｣盛宣懐 『愚斎存稿』第25巻,

15頁｡
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第 3表 中国通商銀行創立出資者一覧

出 資 者 株数(1株50両) 金額 (両) 出資者

経歴輸 船 招 商 局 16,000 800,000

官督商弁企業張 振 勲 2,000 100,000 商人,南洋商務大臣,ペナン,シンガポール領事歴任,煙台張裕

醸酒公司創業者官僚盛 宣 懐 14

,600 730,000厳 信 厚 1,000 50,00

0 政商,上海華商総商会初代会長電 報 局 4,000 200,000 官督商

弁企業洪 植 臣 800 40,000 不詳

梁 幹 卿 200 10,000

不詳官督商弁関係者そ の 他 2,5

85 129,250

輸船局各支局 3,350 167,

500外 地 92 4,600合 計 4

4,627 2,231,350出所 :『中国第-家銀行』107,108頁

第 4表 中国通商銀行 (上海本店)

貸付分類表 (単位 :万両)年末 一般企業 国内商業 外国洋行 銭 荘 外資系銀行

1897 91.7 85.6 32.2

35.8 9.51898 44.8

42 64 18.71899 78.3 6

9.9 25.6 1.51900 29* 88 1

21.2 4.8 -1901 25 23.8 198.7 24.7

301902 33.8 17.4 7

8.5 38.8 342.5190

3 42.5 91.7 21.7 511904 49.3 4.5 47.21905 253.3 74.6 1

13.51906 72 141.5 94 74.31907

61 289.7 49.1 78.51911上半期 100.3 344

.3 79 289.6出所

:『中国第一家銀行』42頁*政府系の漠陽鉄工所,洋郷炭鉱を支援するために一般企業融資が大幅減少した｡

第 5表 企業別貸付金額統計

(単位 :万両)企 業 名 年

月 貸付金額 企業性質華盛紡績総廠 1899

54.6 政 府 系漠陽鉄工所,洋郷炭鉱 190

2 65 政 府 系大純綿紡廠 1898.3-5

5.3 民 族 系大生絹紡廠 1898 7.4 民 族 系裕源紡績廠 1899 5 民 族 系恒豊紗廠

不詳 (1911年以前と推定) 12.5 民 族 系裕泰紗廠 不詳 (1911年以前と推

定) 6 民 族 系振華紗廠 不詳 (19
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店と重要支店の総支配人 (洋大班)が外国人の

銀行専門家を任命し,その経営を完全に外資系

銀行に則した形で行なった｡当時の中国の人々

の認識では外資系銀行と異なることはなく,一

般の中国人にとっては敷居の高い存在であった｡

したがって,この銀行の設立が,すぐに上海の

金融体制の構造変動をもたらしたわけではな

かったのである｡ 上海の金融体制は,1896年後

以降も,依然外資系銀行と銭荘との両極体制に

よって支えられていたのである｡

(2) 上海金融市場の拡大

中央政府の苦境とは対照的に,日清戦争後上

海金融市場の規模は一層拡大した｡戦争後の貿

易量の増加,また下関条約の製造業従事権の規

定による開港都市で外資系工場が自由に設立で

きるようになったことなどが金融業の成長の原

動力になったといわれた｡20世紀初頭に入ると,

上海の金融市場の規模は義和団事件に支払われ

た賠償金の処理によってさらに拡大したのであ

る｡

外資系銀行は賠償金,あるいは対中借款の返

済金を上海の銭荘に貸出した｡このため,1900

年以後,外資系銀行の上海銭荘に対する短期貸

出 (choploan)が急増 し,金額は1900年前の

年間200-300万両から1908年の1225万3千両22),

1910年の2000万両近くまでに上昇したといわれ

る23)｡同時に,外債返済のために,清朝政府は

上海海関の関税収入の一部,そして全国各地か

ら徴収した各種の税金を上海に集中した｡上海

地方政府はこれらの資金を上海の銭荘に預け,

外債の返済期日になるとこの債権を銀建手形で

外資系銀行に渡した｡以後,この資金は外資系

銀行の対銭荘融資,つまりchoploanとして利

用されることが多かったと考えられる｡このよ

うに急増した choploanと ｢道庫存款-政府預

金｣に支えられ,上海銭荘の営業活動は急速に

22) 西村閑也 ｢中国における国際銀行業1890-1913｣法政

大学経営学会,経営志林第32巻第4号を参照｡

23) 『上海銭荘史料』60頁,唐振常主編 『上海史』上海人

民出版社1989,370頁｡
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拡大したのである｡ 銭荘の数も,この一種の政

府預金のためもあって,1903年の82行から1908

年の115行までに増加した24)｡

二十世紀に入ってからは,為替に加えて,貸

付,賠償金受取,借款の供与なども外資系銀行

の主な業務内容となった｡その銀行業務の拡大

に応じて,上海で新たにアメリカ,ベルギー,

オランダ三ヶ国の銀行支店が開設された｡

(BanqueBelgePourL'Etranger1902,Interna-

tionalBankingCo.1902,NetherlandsTrading

Society1903)同じ時期には,中国系銀行の数

も前述の中国通商銀行を含めて10行-と増えて

きた25)｡ただし,そのうち,戸部銀行は中央銀

行的な,また交通銀行は国策銀行的な性質をも

つ国家銀行でした｡残る中国系商業銀行は外資

系銀行と有力銭荘とは比較できないほど弱小な

ものでした｡

2.上海の金融恐慌

1910年代後半に,銭荘に対する外資系銀行の

資金供給が最高水準に達したが,投機の風潮も

同時に助長された｡1908年には,二回にわたっ

て,銭荘業界は商業界の投機失敗の影響を受け,

危機寸前に陥った26)｡1909-1910年には,世界

的なゴム投機の嵐にさらされ,上海の金融市場

は未曽有の金融危機に直面した｡

24) 『上海銭荘史料』94頁｡

25) 1911年にまで上海で本店あるいは支店を開いていた中

国系銀行は以下の10行｡中国通商銀行 (1897),戸部銀

行上海支店 (1905,1908年大清銀行と改名され,1911年

辛亥革命以後現在まで中国銀行と称される),四川清川

源銀行上海支店 (1906),信成銀行 (1906),漸江興業銀

行 (1907),四明商業儲蓄銀行 (1908),交通銀行上海支

店 (1908),裕 商銀 行 (1908),漸江銀 行上 海支店

(1910)｡

26) 徐鼎新,銭小明 『上海総商会史1902-1929』上海社会

科学院出版社1991,116頁｡1908年 9月,元 ドイツ系洋

行買弁の上海綿花商人呉氏兄弟が株式の投棟を失敗で50

万両の負債を負い,身を隠した事件と同時に,買弁であ

る徐国禅,朱陳初両紗商と慎泰恒石炭商店の劉柏森とが

同じく株投機の失敗で破産した｡銭荘の資金繰りが恐慌

発生寸前の状態に陥った｡幸い,上海地方政府と上海商

務総会との担保で,江蘇省政府金庫,匪豊銀行が共同で

三百万両の緊急融資を行った結果,金融恐慌が回避され

た｡
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第 2図 上海金融市場金利水準推移 (1913-1920) 単位 :両

1913 1914 1

915●年度最高利子率◆年度

平均利子率出所 :『上海銭荘史料』629

頁により作成ゴム事業の株式投資を中心とした投機活動に

熱中した中心人物は,ほとんどが銭荘経営者と買弁商人

との二重の身分をもつ者であった27)0彼らは外資系銀行との密接な関係を利用

して,巨額の資金を入手 したといわれる｡ しかし

,ゴム消費大国アメリカがゴムに対する消費制限の政策を打ち出した途端に

,ゴムの国際価格が暴落し,多くの銭荘が倒産

に追い込まれた｡さらに辛亥革命の影響で,有

力銭荘の連鎖的倒産事件がまた発生した｡

上海の銭荘数は1908年の115行から,1912年にはわずか28行2

8)に減少してしま

ったのである｡1911

年の金融恐慌は外資系銀行と銭荘との関係には

重大な変化をもたらした｡外資系銀行の対銭荘の短期融資 choploanが停止されたので

ある｡ 銀行対銭荘 という基本構造が変わらな

かったものの,銭荘の上に位置する銀行の存在

は外資系銀行の退出によって,一時空自となり,

外資系銀行の上海金融市場における重要性も,

銭荘との結合が弱まったことにより,低下しは27) ｢正元｣銭荘の大株主である陳逸卿は,洋行

両社と外資系銀行一社の買弁を務めた同時に

慶余洋貨号をも経営していて,｢兆康｣銭荘にも

投資 していた｡陳連生は｢謙余｣銭荘を擁

すると同時に,｢陳元利｣生糸商店の主でもあった｡戴嘉宝はドイツ系洋行の買弁でありな

がら,｢兆康｣銭荘に出資し,取締役を務

めていた｡同上書,117頁｡28) 『上海銭荘史料』94,188頁｡ 1916

1917 1918 1919 19
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第 6表 上海銭荘行数,総資本額増加続計 (単位:銀元)

年 度 行 数 資本額 % 一行当たり平均

資本額1912 28 1,488,000 100

53,1001913 31 1,684,000

113.1 54,3001914 40 2,049,

000 137.7 51,2001915 42 2

,161,000 145.2 51,5001916 49 2,829,000 19.0 57,700

1917 49 2,829,000 190 71

,0001918 62 4,390,000 295

71,0001919 67 5,295,000

355.8 79,0001920 71 7,768

,000 522 109,4001921 69 8

,431,000 567 122,0001922 74

10,797,000 725 145,9001923 84

14,502,000 874.6 172,0001924 89 16,625,000 1,117.2 186,700

1925 83 16,659,000 1,11

9.5 200,8001926 87 18,757,000 1,230.6 2

15,600出所 :『上海

銭荘史料』191頁商人と染料商人との銭荘業-

の投資は,この時期に入るといよいよ本格化 した｡ 19

13年から1926年までの間に阿片商人によっ

て設立された新規銭荘は31行に達 し,投下資本総額は

200万両と推定される｡ 染料商人も,191

6年以後1930年代初頭までに26行が開設

され,投下資本総額は銀126万両,銀元16

万 5千元にも達した29)｡1914年から始

まった第一次世界大戟の時期には,軽工業品に

対する国内外の需要を満たすために,上海では

多数の民族資本の工場が新設された｡繊維製

品,食品 ･噂好品などを中心に,国産品が輸入

品に代替していった｡この貿易と工業との発展

,そして前述の新規資本の投入により,銭荘業は

確実に回復 した (第 6表)｡同じ時期,後述

のように中国系商業銀行も著しい発展を遂げた

｡中国系商業銀行の発展が,銭荘にとって打撃になっ

たのではなく,むしろ,業務拡大の機会を

もたらしたことに注意しなければならない｡中国系銀行は,銀行間

の手形交換所30)が1933年まで存在 しなかったため,

特29) 『上海銭荘史料』105頁｡30) 1933年以前,上海における金融機関の手形決済,交

換所は二つあるO-つは銭業公会の会員銭

荘のみ参加できる ｢匪劃総会｣であり,もう一つは外資系銀行によっ/ 65走な分野では,銭

荘間の手形交換所 (匪劃総会)を利用しなければ,対顧客あるい

は同業者間の決済を遅滞なく行なうことができ

なかった｡したがって,各銀行は一部の資金を

銭荘に預け,決済業務を銭荘に委託するのが一

般的であった｡(第3図)｡その結果,銭

荘は提携先銀行から決済目的で預けられた低利

の預金を,高利で商工業者に貸付することができた｡その

ため,上海金融市場の金利水準は銭荘の動向によって左右さ

れたのである｡ 新設された中国系商業銀行は,銭荘の＼て

組織され,中国系有力銀行が加入した外国銀行公会の手形

交換所である｡前者の手形は ｢匪劃｣(振替)で決済され,現金払いは当日ができず,翌日となるのである｡

後者の手形は ｢劃頭｣(現金払い)で決済され,当日に

現金払いされる｡当時の金融機関は会員銭荘,外国銀行

公会会員銀行で当座預金口座を開き

,手形交換をその両者に委託したのである｡外

国銀行公会の手形交換所で取り扱われた手形の金額は不明だが,｢匪劃総会｣での金

額はかなりの額に達していた｡年度 銀両 (千両) 銀元 (千元)

1925 7,215,373
1926 8,838,503
1927 8,134,710
1928

9,336,8351929 10,463,16
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第 3図 中国系商業銀行と銭荘との間の手形取引関係

地域商工業との密着性を重視し,銭荘にかつて

外資系銀行が行なった choploanのような短

期融資の代わりに,短期預金の形で融資を行っ

た｡その結果,1920年前後から,銭荘は

中国系商業銀行の資金供給に頼るようになった

のである｡そのほか銭荘は,発券業務を行う

中国系商業銀行との協定に基づいて,これら中

国系有力銀行の発券下請機関ともなった｡またこの

時期,銭荘の同業組織は,それまで明文化され

ていなかった慣行をまとめて,｢銭業公会章程｣と ｢営業規

則｣を公布し,銭荘の業務規則を正式に定め,

上海金融市場の安定成長に貢献した｡以上見て

きたように,1911年までは外資系銀行の

資金供与を受けて,いわば金融市場における ｢

小売 り｣業者としての役割を演じていた銭荘は,1910年代前半の停滞期を経て,1910

年代後半以降は,主たる取引相手を中国系商

業銀行に変えつつ も,再び金融市場における ｢小売り｣

業者としての機能を担うに至ったのである｡第一次

大戦期間中における上海の対外貿易,国内商工業の発

展によって,上海の金融体制では銀行対銭荘とい

った従来の基本的構図が再び出現した｡ただし,今

度は中国系商業銀行と銭荘との組み合わせにおいてであった｡ (2) 伝統的金融業の発展一福康銭荘の

事例以上,1920年代末期までの銭荘の再
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家系銭荘の信用 も良好であった｡それゆえ,福

康銭荘の滑 りだLは良く,1896年には初の純益

を出し,その年の預金総額は10万両に達 した31)｡

日清戦争 (1894-95)後,すなわち ｢福康｣

銭荘が設立されて間もなく,上海で製糸工場が

急増し,毎年春に行なわれた原料繭の買付け資

金に対する需要も高まった32)｡蘇州近辺は原料

繭の産地である｡蘇州で大きな銭荘を所有 して

いた程家では,現地の原料繭,生糸の生産者,

販売商人とのつなが りも相当深かったと考えら

れる｡ また,初期の福廉銭荘は繭,生糸の買付

けに対する融資を重点的に行なったという記

録33)が残っていることか ら,製糸金融が福康

銭荘の初期貸付業務に重要な位置を占めていた

と推定される｡ 程家が,福康銭荘を対生糸業融

資の専門機関として設立 し,製糸金融で事業を

拡大 しようという経営方針をもっていたと考え

られるのである｡

原料繭の買付けに対する多額の融資の供与で

は,福康銭荘の貸付総額に占める抵当貸付の割

合は,1902-1907年間で平均で45%に維持され

ていた｡近代的銀行業に近い形での健全な経営

が行なわれていたのである｡1907年以後1924年

までの資料は得られないので,その時期の前後

に行なわれた貸付の内訳を参考にすると,1910

年代に入ってから,福廉銭荘の貸付業務におけ

る抵当貸付の比重はさらに上昇 していたと推測

できる｡ こうした堅固な経営基盤を有していた

ため,1910-11年,史上最大の金融危機が上海

金融界を襲った際には,福康銭荘 もその影響を

被ったものの,1911年度の純益は開業後の最高

水準に達し,翌年には,資本金を8万両へと増

資することが可能となったのである｡

1910-20年代の上海における諸産業の発展と

ともに,当初の製糸業中心であった福康銭荘の

貸付 も,綿紡績,毛績業,食品製造業など-と

拡大 した｡したがって,綿糸,綿布等の商品,

31) 『上海銭荘史料』774-775頁,778頁｡

32) 曽田三郎,『中国近代製糸業史の研究』汲古書院1994,

156頁｡

33) 『上海銭荘史料』780-783頁｡
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および工場建物などの不動産を担保とする抵当

貸付は,1905年以後増加の傾向が著 しくなった｡

1902年,中国通商銀行は福康銭荘に預金をしは

じめた｡1907年まで,福康銭荘に資金を預ける

中国系銀行は中国通商銀行のみであった｡これ

は,当時の上海金融市場における中国系商業銀

行の弱い立場を如実に物語っていた｡1920年代

以後,上海商工業の発展とともに成長した中国

系商業銀行は,銭荘に対する資金融通を増やし

た｡1930年の時点で,中国系商業銀行は福康銭

荘に132万両を預けており,福康銭荘の最大の

資金供給者であった (第7表)｡それと同時に,

福康銭荘は上海周辺の都市にある中小銭荘の上

海総代理店としての役割を担い,これらの中小

銭荘から決済業務を目的とした預金を受け入れ

た｡特に,繭産地,あるいは製糸業が集中して

いる蘇州,湖州,侠石,紹興,杭州,震揮,南

蒔,平湖などの地方都市の銭荘 との ｢資金往

来｣が多かったとみられる｡

福康銭荘の経営に示されたように,1920年代

には,銭荘は商工業者の双方に資金を供給する

ようになった｡銭荘が単純な商業金融の担い手

である時代はもはや過去なものとなった｡銀行

の預金吸収力には及ばないが,その代わ りに銭

荘は商工業との強いつなが りを武器にして,級

行の預金の一部を再吸収し,これを効率よく運

用 して商工業の資金需要に応えたのである｡ こ

のような時代の変化に応じた経営の変革は,銭

荘を地方銀行,業種専門銀行-と変身させてい

く可能性を作 り出していった｡こうして,1920

年代以後,伝統的金融機関は銀行との共存を図

りつつ発展 していったのである｡ 福康銭荘はそ

の典型であった｡

1910年代半ばから20年代にかけて上海の工業

は急速に発展 した｡従来,商業金融に基盤をも

つ銭荘は,これを契機にして,産業金融の分野

にも進出しはじめた｡銭荘のこうした動きは,

上海の伝統的金融機関が経済の構造的変化に対

して高い適応能力を持っていたことを如実に証

明している｡ この適応能力こそ,銭荘が1920年

代以後も上海金融市場で引き続き重要な役割を
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第 7表 『福康』銭荘同業往来内訳 (単位 :両)

年度 上 海銭荘 外 地銭 荘 中国系銀行 外資
系銀行借入,口座入金 貸 出 口座入金 貸 出 借入,口座入金

貸 出 借 入 貸 出189618981899190019011902 85,08919,7844,31541,66543,57734,403 55,000130,000 7,57154,79287,13029,96731,96847,848 122,07630,00013,211132,94033,500 5,025 40,91015,0002

0,00034,000 10,1091903 142,263 15,00037,607 84,304 15,428 30,2231904 4

98,659 31,255 194,599 5,0001905 50,121 13,999 120,093 56,4

501906 35,955 26,922 53,869 50,500

1907 95

,168 9,002 58,742 45,219 102,8001925 8

5,201 71,3008,088 384,458 123,527 297,536 114,717 50,

0001926 306,194 591,780 173,361378,810 469,19

9 150,798 20,0001927 172,744 49

9,560 357,367 22,123 75,59050,0001928 186,187 341,527 530,158 181,8571929 155,040 219,568 366,38

8 918,831 326,7701930 292,950 294,474136
,
6631
,
320
,
537385
,
161

出所:『上海銀荘史料』788-791頁

第 4図 上海における中

国系銀行数 (1914-1927)0仁U2

840/b20040/b20

/b55444332つん2

11 19111912191319141915191619171918191919201921192219231924

192519261927演 じえた最大の要

因であると考えられる｡2.中国系商業銀行の成長と

外資系銀行の再編(1) 中国系商業銀行

の成長 (1914-1927)上海における1910

年代以降の中国系銀行の発展を設立数で見てみ

ると,1914年以後1922年までには著

しい増加傾向にあ り,特に1918年以後1921年 までの 3年間には急増 している (第 4 図

)
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第 8表 若干銀行純益表 (1914-1920) (単位 :万元)

銀行名 設立年度 1914 1915 1916 1917 1918 191

9 1920上海商業儲蓄 1915 0.45 3.34 5.01 9.

48 22.87 40.65漸江地方実業 1915 1.496.71 ll.326.72 l

l.23 9.26 13.55 29.16新華信託儲蓄 1915

21.57 26.81 35.89 69.69塩 業 銀 行 1915

48.8822.76 80.52 119.02 165

.51広 東 銀 行 1912 36.73 52.7

7 114.96中華商業儲蓄 1912 5.77 9.65 ll.49中 学 銀 行

大 陸 銀 行 19161919 13.04 22.2122.79 2

8.4944.13出所 :『金城銀

行史料』lo募国系商業銀行に発展をもた

らした重要な外的要因であると考えられる｡ 辛亥革

命後,中国では上海を中心に全国的な工場設立

ブームがおこった｡そのさなかの1914年には

,第一次世界大戟が勃発し,欧州諸国からの輸入が途絶した

｡その結果,一部では日本からの輸入が増大し

たが,1915の ｢二十一ヵ条｣反対運動,

1919年の ｢五,四運動｣の際の日本製品排

斥もあって,中国産の日用工業製品の需要が伸

長した｡その結果,中国の民族工業は急速に発

展 した｡国産工業品の需要増大に伴って商業部

門も活気づき,資金需要も急増した｡上海の中

国系商業銀行は,商業

分野の荷為替業務などの業務を契機に発展の軌

道に乗 り,次第に企業への貸付業務をも拡大し

ていったのである｡一次大戦とロシア革命の

影響を受け,独亜銀行,露清銀行など有力外資

系銀行が没収あるいは清算された｡これにより

,外資系銀行全体の信用は相対的に低下した｡

さらに国民の民族感情の高揚が加わって,上海

市民は新設の自国の商業銀行にようやく預金をす

るようになった｡それ以後,一般市民の預金が中国系

商業銀行の経営基盤を支えるようになったので

ある34)｡1922年以後1927年までの

時期は,中国系銀行の安定成長期であった｡政治

的には,中国国内の権力闘争が-頂点に達 し,

各地で起こった戦乱は各行の現地支店を一時閉

鎖に追い込んだが,上海本店,支店の業務には

支障が出ていなかった｡この時期には,各中国

系有力銀行は内部組級,管理機能の強化に努めた｡貸付面では,各 銀行が不動産,外資系企業

,民族系企業に融資を行った｡同時に,銀行は預貯金

の吸収を最も重視し,サービス内容の充実によっ

て引き続き預金額を増やした｡1928年の調査では,中国系

銀行の総資本額は6億元余 りであり,

1億 1千万元 と推定される銭荘の総

資本額を大 きく上回った35)｡(2) 中国系

銀行業発展の内在的要因一上海商業儲

蓄銀行の事例1912-1927の間,中国系

商業銀行の発展は銀行自身の努力によるところ

が大きかった｡極めて小資本で出発 した銀行も

,経営努力によって社会的需要にうまく応えら

れた場合に,大きな金融機関にまで成長することができ

たということが注目される｡ このような銀行の

典型は上海商業儲蓄銀行である｡この銀行は191

5年,10万元の資本金で設立された｡開設の時,実際に支払われた資

本金額は5万元にすぎない 36)｡創業者の陳光甫 (1880-1976,Wharton

SchoolofFinancial& Commerce,Univ.ofPe

msylvania辛)は小資本の銀行でも,社

会に良質のサービスを提供すれば,競争力を持

ちうるという経営理念を持ち,自らの銀行経営でこれを実践

した｡開業後,上海商業儲蓄銀行は預金の獲得に力34) 金城

銀行上海支店の調査により,中国系商業銀行の最大預金層は中間市民層であ

る｡『金城銀行史料』141頁｡35) 楊蔭薄 『中国金融論』,商務印書館,1
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を入れ,銀両と銀元を混用できる銀行預金口座

を上海ではじめて市民に提供した｡同時に,上

海商業儲蓄銀行は営業手続きを簡素化し,顧客

の利便性を追求した｡上海商業儲蓄銀行のこう

した経営努力は報われ,預金総額は,1915年の

開業当初の57万元から5年後の1920年には1063

万元-と急増した37)｡

上海商業儲蓄銀行は当初,上海近辺の鉄道沿

線の物流拠点に出張所を設け,荷為替業務を中

心に営業拡大を図った｡営業が軌道に乗った

1917年からは,綿紡,製粉企業を中心に抵当貸

付を行なうようになった｡上海商業儲蓄銀行は,

商工業に対する一般貸付に関して抵当貸付を提

唱していたが,銭荘の信用貸付の手法をも積極

的に取り入れ,弾力的な資金運用を行なった38)｡

国際貿易の中心地にある上海商業儲蓄銀行は,

開業当初から外国為替業務を重視する立場を取

り,外資系銀行の外国為替取引独占の打破を目

標の一つにしていた｡陳光甫は自ら外国人専門

家に外国為替業務を学び,銀行職員を海外で訓

練させるほか,閉鎖された独亜銀行天津支店の

元支配人 GustavBarwaldを高給で雇って,外

国為替業務の指導と職員の訓練に当たらせた｡

1919年,上海商業儲蓄銀行は外国為替業務を開

始したが,取扱い量は順調に拡大し,海外業務

は銀行の重要な業務 となった39)｡こうして,

｢社会服務｣,｢補助工商実業｣,｢発展国際貿

易｣40)を目標として掲げる上海商業儲蓄銀行は,

設立後6年目の1920年になると,すでに行員二

百人,11箇所の支店,資本金額250万元,預金

総額1340万元41)の中国有数の商業銀行へと成

長したのである｡1921年以後もこの銀行は成長

し続け,上海での中国系商業銀行の発展に重要

な貢献をした｡

37) 同上書,21頁｡

38) 上海商業儲蓄銀行初期の信用貸付金額について不明だ

が,1932-1936年間の信用貸付額は総貸付額の22%を占

めるとの報告があった｡同上書,32頁参照｡

39) 同上書,37頁,洪蔑管,張継風 ｢上海成為旧中国金融

中心的若干原因｣『中国近代経済史研究資料第3冊』42

頁｡

40) 上海商業儲蓄銀行社訓｡挑松齢,前掲書,41頁｡

41) 同上書,26頁｡

(3) 商業銀行の勢力増大

1911年の共和制移行後の中国の国家権力構造

においては,北京の中央政府の統制力は低く,

そのため政府は当初,財政 ･金融政策に取り組

んだものの,長期的には成功しなかった｡政府

の弱体とは対照的に,民間銀行は自ら所在地域

の金融業の安定成長に力を入れ,政府の財政 ･

金融政策に強く抵抗するようになった｡その典

型的な例は,1916年に北京政府の紙幣と銀元と

の両替停止命令を中国銀行上海支店が拒否した

ことである｡ 当時,北京政府は現銀の枯渇を恐

れて,中国銀行に両替停止の命令を下したので

あるが,中国銀行上海支店の責任者である宋藻

草と張公権とは,上海金融市場における同行の

信用維持の重要性,関係銀行や銭荘の正常な経

営の維持,外資系銀行との関係などを考慮し,

同支店が外国租界にあることを利用して敢えて

北京政府の命令を拒否したのである｡その後,

中国銀行民間出資者連合会が組織され,中国銀

行上海支店の全権を掌握し,両替を継続させた｡

その後,中国銀行の民間所有の株式の比率が増

えた｡1923年の時点で中国銀行は1971万元の資

本を有していたが,政府所有分は僅か5万元で

した｡交通銀行の場合も同様で,政府所有株は

仝資本額の十分の一に過ぎなくなっていた42)｡

結局1910年代末期からは,中国銀行と交通銀行

は,国家銀行としてではなく,巨大な商業銀行

として上海金融市場に吃立することになったの

である｡

国家の統制から自立した,独自の経済基盤を,

上海経済界は有するに至っていたことにつれ,

中国系銀行の同業組織である ｢上海銀行公会｣

も有力な中国系商業銀行間の連携と協調とに立

脚しつつ,準中央銀行的な機能を発揮しはじめ

ていたのである｡

徐槍水編 『上海銀行公会事業史』によれば,

｢上海銀行公会｣は1918年7月に正式に設立さ

れた｡中国,交通,漸江興業,漸江実業,上海

商業儲暮,金城など上海にある有力中国系銀行

42) 洪霞管,張継風,『近代上海金融市場』上海人民出版

社,1989,18頁｡
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のほとんどが参加 していた｡翌年の二月,各会

員銀行の共同出資によって準備金制度が発足 し

た｡1920年,銀行用語 と営業規則の統一を目指

して,公会は ｢銀行会計名詞研究｣を刊行 し,

また ｢上海銀行営業規程｣を公布 した｡さらに

同年12月には,財政政策の確定,内国公債の整

理,幣制統一を公会決議の形で北京政府に要求

した｡その他,第一次大戦後に上海で発生 した

取引所乱設の投機ブームに対 して公会は各会員

銀行に自粛を求め,金融市場の秩序維持に尽力

した｡そして,中央銀行が出現するまでは実現

が困難であると目されていた幣制改革,銀行間

の手形交換所 ･信用調査所の設立などの事項に

ついて,会員銀行ゐ綿密な事前調査 と準備工作

とに基づき公会名義で草案を作成 し,かつこれ

らの活動の目標は1930年代に実現 した｡中国で

は,銀行法などの経済関連の法制度の整備は,

1920年代までほほどんと行われていなかった｡

こうした状況のもとでは,公権力を代替するよ

うな銀行公会の,ならびに前述の銭荘業の同業

団体の活動は,上海が金融センターとしての地

位を確実なものとするうえで不可欠であった｡

(4)外資系銀行の再編

第一次世界大戦の結果 もたらされた上海の外

資系銀行の再編は,注目に値する｡ 独,露系の

銀行は姿を消 し,フランス系銀行の一つである

中仏実業銀行 もパ リ本店の倒産の巻 き添えと

なって閉店に追い込まれた｡その代わ りに,冒

系および米系の銀行の積極的な上海進出が目立

つ｡

1916年住友銀行,1917年には三菱銀行と三井

銀行,1918年に朝鮮銀行 と,日系の銀行が続々

と上海で支店を開設 した｡他方の米系銀行の村

中進出もかなり活発に行われていた｡1918年,

America】1OrientalBankingCorporation美豊

銀行,1919年,AsiaBankingCorporation友

華銀行,TheBankofPhilippineislands.弄律

賓 銀行,AmericanExpressCo.運 通銀 行,

1921年,EquitableEasternBankingCorpora-

tion大通銀行, と相次いで上海に支店を開設
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したのである｡

日米両国の銀行の進出ぶ りとは対照的に,新

規 に出店 した有力 イギ リス系銀行 は,P&O

BankingCorporation大英銀行一行のみである.

しか し,長年中国で活躍 していた Hongkong

& ShanghaiBankingCorporation匪豊銀行,

CharteredBankoflndia,Australia,& China

麦加利銀行などの有力なイギリス系銀行は,上

海の金融市場において依然として重要な役割を

発揮 し続けてお り,とりわけ外国為替分野にお

いては圧倒的な影響力を保持 していた｡

以上の経緯を経て,1925年の上海金融市場で

は,預金総額に占める比率は,中国系商業銀行

42%,外資系銀行25%,銭荘33%となっていた｡

総資本力では,中国系商業銀行が40.8%,外資

系銀行が36.7%,銭荘が22.5%をそれぞれ占め

ていた43)｡三者は,1920年代の上海金融市場に

おいてそれぞれ異なった機能を分担 し,相互補

完的な関係に立っていたのである｡

結 語

19世紀半ば以後,上海における内外貿易の発

展 とともに成長 した上海金融市場は,外資系銀

行 と銭荘 との相互依存関係を基盤に,貿易金融

の枠組みを形成 した｡両者の機能的な結合に立

脚 して,上海の金融センターとしての初期の基

盤が作 り上げられたのである｡ 銭荘は,現地事

情を熟知 した伝統的金融機関としての優位を生

か して,金融情勢の激しい変化に対応 し,上海

金融市場において重要な地位を堅持 した｡銭荘

を代表とする伝統的金融業は上海に近代的銀行

制度の導入を可能にする一大金融体系の基礎 と

なり,中国系商業銀行の誕生の母体 としての役

割を発揮 した｡

他方,外資系銀行は,銭荘を介 して現地の商

業活動 と結び付 き,貿易金融の一環を握ること

によって大きな発展を遂げたのである｡ これら

の銀行が,中国に近代的銀行制度の導入,上海

の国際金融センターの性格付け,商業銀行 とし

43) 張仲礼主編 『近代上海城市研究』293頁｡
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て商工業の資金調達に寄与したことも否定でき

ない｡したがって,各国の植民地政策との密接

なつながりが時期によっては存在したにせよ,

外資系銀行を単純に ｢経済侵略の重要な一環｣

と規定して,その意義を全面否定することはで

きないであろう｡

それにかわって,第一次大戟以降,中国系商

業銀行が上海をはじめとする中国各地の工業発

展を原動力として,急速な成長を遂げた｡逆に

また,この中国系商業銀行の発展が,民族商工

業の一層の発展を促したのである｡ 従来,中国

の近代的金融業については,その発展の ｢崎形

的｣側面を強調する見方が一般的であったが,

少なくとも上海については,これは妥当しない｡

上海の中国系銀行は,中国の国家権力の弱体を

民間企業の自助努力で補い,地域的利害に立脚

しつつ銭荘との間に ｢卸小売り｣関係を結びな

がら発展過程の主導権を握 り,上海金融セン

ターの成長に貢献したのである｡
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